
窓口ＤＸ（スマらく区役所サービスプロジェクト）について

〇 稲原副市長トップ・関係局(デジ・市文・保福・子家等・区）からなる「プロジェクトチーム」を編成

〇 「オンライン手続きの環境整備」と「区役所窓口の環境整備」の２段構えで推進

◎「書かない」「待たない」「行かなくていい」区役所の実現を ３年で 目指す（取組期間 Ｒ５～７年度）

行政手続きが、「スマホ」から分かりやすく簡単にできるようにする

・オンライン手続き・リモート相談で「行かなくていい」を実現

【目指す姿】・区役所に行く必要がある場合でも、オンライン予約・窓口見直しで「書かない」「待たない」を実現

・デジタルになじみのない方へも、市民センター等身近な場所でサポート

◎ ３年後には区役所への来庁者数、区役所での滞在時間を５０％削減

◎「スマホでらくらく」「スマートでらくらく」の意味を込めて、

『スマらく区役所サービスプロジェクト』と銘打ち、Ｒ５年度から本格的に始動

プロジェクト概要

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

基本設計 実施設計 システム構築

※システム標準化・共通化(国）の動向により進捗に影響

「書かない」
「待たない」

の実現

「行かなくていい」
の実現

オンライン手続き
など

集中取組

オンライン手続き
など

継続取組

オンライン手続き
など

継続取組

令和５年７月２６日

デジタル役所推進室

オンライン手続きの
環境整備

区役所窓口の
環境整備

プロジェクトの進め方

・オンライン申請率アップの取組
・オンライン予約の導入
・キャッシュレスの推進
・デジタル・デバイド対策 など

・書かない窓口、一括受付窓口の
導入にむけたシステムの構築

・窓口レイアウトの見直し など
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スマらく区役所サービスプロジェクト 目指す姿

バックヤード

オンライン手続き

リモート相談

リモート相談市民センター

区役所

オンライン手続き・リモート相談を支援

総合案内

（マンパワー）
（AI・RPA・

ローコードツール等）

市民は１か所で
手続きを完了

一括受付窓口

受付予約の対応
適切な窓口に案内

相談ブース

住民票などの
セルフ発行
キオスク端末

自宅

市民は便利に！職員の負担は軽く！

申請データ

自宅

電子通知・
郵送など

申請データ

①自宅

③市民センター

②区役所
行かなくていい

１か所で集約処理

予約システム

書かない 待たない

行かなくていい書かない 待たない

オンライン手続き

電子通知・
郵送など

オンライン予約
・来庁時予約

展開については
地域性等を踏まえ
丁寧に実証を行い
ながら検討

新たな基盤
システムの標準化・統一化

定型・大量業務を集約

局区の垣根を越えて

申請データ

・各種申請
・施設予約
・キャッシュレス

業務効率化により
生み出された
マンパワーを
相談、支援など
コア業務にシフト



スマらく区役所サービスプロジェクトチーム
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◎デジタル政策監 市民文化スポーツ局長

窓口DX総責任者（PM）

◎稲原副市長 片山副市長 大庭副市長

統括責任者（PO）

市民文化スポーツ局
市民総務部長
（総務区政課）

区役所窓口運用統括（PL)

デジタル市役所推進室
情報システム担当部長

（技術総括ライン）

ｼｽﾃﾑ標準化・基盤統括（PL)

本庁関係部署の課長級

関係課チームリーダー（TL)

各区役所関係部署の課長級

関係課チームリーダー（TL)

幹部会議
（年2回程度）

実務担当者会議
（随時実施）

デジタル市役所推進室
デジタル市役所推進室長
（デジタル市役所推進課）

窓口DX統括（PL)

財政局長

/関係部長

建設局長

/関係部長

技術監理局長

/関係部長

保健福祉局長

/関係部長

こども家庭局長

/関係部長

市民文化ｽﾎﾟｰﾂ
局長（再掲）

/関係部長

各区長

/関係部長

窓口DX推進（PL）

3名

2名

1名 1名 1名

37名

48名 69名

(局長級12名)

(部長級25名)

総勢166名規模

(2名) (1名) (1名)



スマらく区役所サービスプロジェクト ロードマップ

スケジュール R5 R6 R7 R8以降

オンライン
手続きの
環境整備

行かなくて
いい

区役所
窓口の

環境整備

待たない

書かない

バックヤードの
環境整備

システム構築

書かない窓口実証

窓口オンライン予約・発券
サービス実証

リモート相談実証

小倉北区・門
司区キオスク
端末設置済

オンライン申請率の向上

各区役所にキオスク端末設置

身近な施設 でリモート相談

お悔みコーナーでの一括受付実装

窓口オンライン予約・発券サー ビス実装

セルフレジ
実装 一括受付

窓口実装

書かない窓口（簡易版）実装 書かない窓口本実装

集約処理の実施

基本設計 実施設計 システム構築 窓口支援システム

標準システム

実現目標

●ﾃﾞｼﾞﾀﾙ窓口改修
●利用促進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

●デジタル活用講座等
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デジタル活用講座

リモート窓口の設置

スマートフォンの基本的な操作やオンラインサービ
ス等の体験講座を全市民センターでも実施

出張所に加え、
新たに市民センター等でも実証
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AＩを活用し、電話による
予約受付（自動応答）も
実証

窓口オンライン予約・発券サービスの開始

ヨーロッパ等の自治体で採用が進んでいる
「窓口オンライン予約・発券サービス」の導入実証

スマホで
予約

スマホでチェックイン
または発券機で発券

区役所へ

オンライン予約ができる施設を拡大

使い勝手の良い予約システムの実証を
体育館等スポーツ施設で実施

デジタル窓口の改修広報・ＰＲの強化

ポータルサイトをより使いやすく改修する
とともにわかりやすい広報・ＰＲを展開

QRコード読み取り

QRコードを読み取ってください

ＰＡＹ

キャッシュレス決済の導入促進

キャッシュレス決済サービスの導入施設を拡大

令和5年度の主な取組

政令市初！

キオスク端末の全区役所設置

全区役所にキオスク端末を設置し、操作等を
案内し、証明書の発行を伴走型で支援


